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1. ウィレムスの生涯と活動年表 























第 1節 研究の目的と背景 
 本研究の目的は、20世紀のスイスやフランスを中心に活躍した音楽教育家エドガー・ウィレ


















                                                      





















ウィレムス連盟（Fédération Internationale Willems®）3 が主催するウィレムス国際会議（Congrès 




                                                      
2 坂田薫子（1993）「内的聴感の本質とその形成過程̶̶演奏行為における心的作用の考察を通して̶̶」『音
楽教育学』第 23-2号、6頁。 
3 http://www.fi-willems.org/index.php（2015年 10月 8日閲覧） 











ローズ（Emile Jacques-Dalcroze, 1865-1950）や同時代のゾルターン・コダーイ（Zoltán Kodály, 
1882-1967）、カール・オルフ（Carl Orff, 1895-1982）らの音楽教育と並び、フランス語圏で子ど
もの自発性を促すことを目指した教育法の総称である「ペダゴジ ・ーアクティヴ（les pédagogies 











                                                                                                                                                              





Monde）には 2012年 5月 29日に「Ne pas confondre éveil et apprentissage.（目覚めることと手習うことを混同し
ないように）」という記事が掲載され、この中で ‘méthode actives’ という用語とともに、マルトノ、ウィレムス、
ジャック =ダルクローズ、コダーイの名が挙げられている。他にもこれらのキーワードを用いた複数の雑誌記


















的な耳（L’oreille musicale）』や『音楽のリズム̶̶リズム、リトミック、メトリック（Le rythme 
musical, rythme, rythmique, métrique）̶ ̶』など音楽的な諸要素について述べたものから、『音楽
教育の人間的な価値（La valeur humaine de l’éducation musicale）』、『音楽教育の心理学的基礎（Les 









（Le 36ème Congrès International Fédération Willems）および 2015年 7月にスロベニアのリュブ





























































第 3節 先行研究の検討 
 学術的な研究としてウィレムスを扱ったものは少ない。その中で、筆者の研究において主要
な位置づけとなる先行研究は、ダマチェノ Gerson Gorski Damacenoによる博士論文「エドガー・









                                                      























フランス語圏の音楽教育家 EDGAR WILLEMS について̶̶生涯と音楽教育の概観̶̶」8、
（2007）「スイス・フランス語圏の音楽教育̶̶エドガー・ヴィレームのメソッド」9、博士論
                                                      











































認識による読譜（Lire la musique par la connaissance des intervalles.）』の第1巻14 および第2巻15 の
冒頭でこの言説を引用している。この言説は有名であり、ウィレムスの音楽教育思想の中でも
特に重要なものであるため、本論文でも第 3章第 3節第 1項において詳述する。 
 ローラン・テシュネも「ソルフェージュ：明日のための教育法（2）̶̶20 世紀フランスの







                                                      
12 本論では第 3章第 3節第 1稿に詳述する。 
13 坂田薫子（1993）「内的聴感の本質とその形成過程̶̶演奏行為における心的作用の考察を通して̶̶」『音
楽教育学』第 23-2号、4～13頁。 
14 Marie Claude Albaretaz. Lire la musique par la connaissance des intervalles. Vol. I, chappell, 2003, p. 1. 











第 4節 エドガー・ウィレムスについて  















                                                      


























                                                      
19 Gerson Gorski Damaceno, “The Edgar Willems Approach to Music Education.” Ph. D. diss., The University of 
Cincinnati, 1980, p. 6. 
20 Jacques Chapuis & Béatrice Westphal. Sur les pas d’Edgar Willems. Pro musica, 1980, p.31. 

























                                                      
22 Jacques Chapuis & Béatrice Westphal. op. cit. p.20. 
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第 1節  新教育運動とペダゴジー・アクティヴ  

























































                                                      
30 例えば、Deschuyteneer, M. La pédagogie active ou comment susciter la motivation des élèves. Institut d’enseignement, 
de promotion sociale de la communauté française de Morlanwelz, 2010. や、Jaillet, A. “Internet: une pédagogie active ?” 
Cahiers de la recherche en éducation, vol. 4, No. 3, 1997, pp. 373-392. などがある。 
31 Deschuyteneer, M. La pédagogie active ou comment susciter la motivation des élèves. Institut d’enseignement, de 
promotion sociale de la communauté française de Morlanwelz, 2010, p. 13. 
32 例えば、Rousset, F. Comparaison de METHODES MUSICALE ACTIVES et intérêts de leurs principes pédagogiques. 
Cefedem Rhône – Alpes LYON, 2007. やYersin, L. A., & Haller, T. D’un moyen pour l’enseignement du rythme en école 
de maturité. haute école pédagogique de Lausanne, 2012. など。また、フランスの新聞 Le Mondeには 2012年 5月 29
日に Ne pas confondre éveil et apprentissage.（目覚めることと手習うことを混同しないように）という表題の記事
が掲載され、この中で ‘méthode actives’という用語とともに、マルトノ、ウィレムス、ジャック＝ダルクローズ、
コダーイの教育法が紹介されている。 
33 例えば、註 30の Jaillet, Aの論文や註 31のDeschuytennerの論文、Duval, N. “L’éducation nouvelle dans les sociétés 




























＝ダルクローズ、コダーイ、オルフの 4 つの音楽教育について、9 つの観点からそれぞれの教
                                                      

















第 2節 ウィレムスの音楽教育とアーツ＆クラフツ運動との関係性 





                                                      
35 Rousset, F. Comparaison de METHODES MUSICALE ACTIVES et intérêts de leurs principes pédagogiques. Cefedem 







 この時代に、一連の芸術運動へと発展していく契機となった「アーツ＆クラフツ運動（Arts and 












物を作り出すこと」41 を目指して 1890 年に活字体の研究を始め、印刷所ケルムスコット・プ
レス（Kelmscott Press）を創設した。「理想の書物」に向けた美しさへの明確な要求をもち、用




























































                                                      
47 プロ・ムジカ Edition Pro Musicaのウェブサイト http://www.editionspromusica.com/（2015年 8月 22日閲覧）。
ウィレムスの著書のほとんどが、この出版社プロ・ムジカから刊行されている。なお、プロ・ムジカは現在も
機能しており、ウィレムスの著書や教具、ウィレムスの弟子の著書などを取り扱っている。 






























































                                                      
52 例えば、Jacques Chapuis & Béatrice Westphal. Sur les pas d’Edgar Willems. など。 
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第 1節  人的交流によって直接受けた影響 













 ダンカンは 1911 年、パリにアカデミア・レイモンド・ダンカンを創設した。アカデミアは
三つの 16 世紀の建物からなり、印刷所、劇場、画廊、講堂ホール、織物工場などをもつ。ダ











                                                      
53 海野弘『モダンダンスの歴史』新書館、1999年、47頁。 
54 Raymond Duncan. Le vrai but du travail. Akademia Raymond Duncan、 1912. 







 第 2項  リディー・マランとエミール・ジャック=ダルクローズ  
 ジュネーヴ音楽院の教授リディー・マランは、ウィレムスがジュネーヴに拠点を移すきっか
けを与えた人物である。マランは同音楽院でルネサンス期の合唱作品の指導と普及に尽力して















                                                      








 ウィレムスは、『音楽的な耳 第 2巻——音程と和音の聴覚育成̶̶（L’oreille musicale, Tome 






 ジャック＝ダルクローズは、ウィレムスの最初の著書『音楽的な耳 第 1 巻——子どもの聴











                                                      
58 Edgar Willems. L’oreille musicale, Tome II - La culture auditive les intervalles et les accords. Pro musica, 1946, p.10. 




第 2節  音楽教育家ウィレムスの活動と国際ウィレムス連盟の創設 



















「大人のための聴覚育成（développement auditif pour adultes）」の講義を担当し、後に 5歳以上
                                                      
60 Jaques Chapuis & Béatrice Westphal, Sur les pas d’Edgar Willems, p. 34. 
61 Ibid., p. 34. 
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62 Ibid., p. 34. 






スとの思い出が『エドガー・ウィレムスの歩みについて̶̶人生、作品、理想̶̶（Sur les pas 













（Dinu Lipatti, 1917-1950）とニキータ・マガロフ（Nikita Magaloff, 1912-1992）にピアノを師事
した。ウィレムスと出会ったのもこの時期であり、音楽院ではウィレムスの聴覚育成と即興の
講義に熱心に参加していた。シャピュイは音楽院を卒業後、1948 年から 1960 年まで故郷であ
り母校でもあるビエンヌ音楽院でピアノ講師を務めるようになる。その傍ら、演奏家としても、
また、スイス・フランス語圏の青年音楽アニマトゥール66 としても活動していた。しかし、音
                                                      
64 資料 1「ウィレムスの生涯の活動年表」参照。 












年にウィーンで開催された国際音楽教育学会 ISME（International Society of Music Education）の
国際会議でもウィレムスの音楽教育を紹介している。ランニは、作曲家、ピアニスト、音楽教
育者で、スイスのドイツ語圏にウィレムスの音楽教育を適応させるよう尽力した人物である。 
 1964 年にウィレムスは、シャピュイとポルトガルの音楽教育者ラケル・シモーズ（Raquel 
Simoes）に対して、自らの音楽教育の専門的なディプロムを授与した。シャピュイは 1964年、
スイスのジュラ州ドレモンに、ウィレムス音楽教育研究所・音楽院（Conservatoire et Institut 
d’éducation musicale Willems）の前身となるジュラ地方音楽学校（Ecole jurassienne de musique）
を設立した。この学校では全てのクラスでウィレムスの音楽教育に基づく実践を試みており、
ジュラ州の町のみならず、スイス国内および諸外国からも注目を集めることとなった。これら




                                                                                                                                                              
  と。フランスでは 1970年代から国家資格化が進められた。詳しくは阪井恵（1993）「フランス音楽アニマシ 
  オンにみる学習のための情報提供活動およびアニマトゥールの養成」『音楽教育学』第 23-2号、pp.40～43 
   に述べられている。 
67 Fédération Internationale Willemsウェブサイトのジャック・シャピュイのプロフィール   
  http://www.fi-willems.org/index.php/69-fr-1（2016年 3月 17日閲覧） 
 32 
から数年間、シャピュイが会長を、ランニの妻が秘書を、ランニが会計を、アナ・マリア・フェ
ラーオ（Ana Maria Ferrão）が書類作成係を務めた。 



















                                                      
68 ウィレムスの死後のシャピュイの活動については、主に国際ウィレムス連盟のウェブサイト
http://www.fi-willems.org/index.php/69-fr-1（2015年 9月 20日閲覧）を参照している。 
69 現在パリにはウィレムスの音楽教育を行う教室がいくつかあるが、ここで記述されている教室がどの教室の

























国際研修会として、1971 年にドレモン、1972 年にも同様にドレモン、1974 年にはローザンヌ
（スイス）で行われている。1976年には合唱に特化した国際研修会もリヨン（フランス）で行
われている。協会設立の翌年である 1969 年には、ドレモンとビエンヌにて会議と実践の研修
                                                      
71 本項の記述は、本論資料 1「ウィレムスの生涯の活動年表」にも「国内外の訪問活動と国際ウィレムス協会
の活動」として示している。 
72 国際ウィレムス連盟ウェブサイト http://www.fi-willems.org/index.php（2015年 9月 21日閲覧） 
























                                                      
74 生没年不詳。著書に『動きを通して（Par le mouvement）』があり、1973年にプロ・ムジカより出版されてい
る。 
75 Gerson Gorski Damaceno. “The Edgar Willems Approach to Music Education.” Ph. D. diss., University of Cincinnati, 






















































第 3章 ウィレムスの音楽教育思想 
 
第 1節 理念的な基礎 
 ウィレムスは生前、多くの著書を執筆しており、その多くは現在も入手することができる。
ウィレムスの最初の出版物は『音楽に関する哲学的な新しい構想とそれらの実践的な応用
（Nouvelles idées philosophiques sur la musique et leurs applications pratiques）』である。これは、1934








耳 第 1巻̶̶子どもの聴覚的な準備̶̶』および『音楽的な耳 第 2巻̶̶音程と和音の聴覚









                                                      
76 Sur les pas d’Edgar Willems, Editions Pro Musica, 1980, p. 47. 
 38 
メトリック̶̶』は、1954年の初版では副題が「心理学的研究（étude psychologique）」となっ







師用̶̶（Solfège cours élémentaire - Livre du maitre）』、『初歩の課程のソルフェージュ̶̶生徒













                                                      
77 具体的には、「音楽のリズムと人種（le rytheme musical et les races）」について記載した章の、「黒人」を意味
する単語についてである。フランス大学出版会から刊行された初版では、 ‘Les Nègeres’ と軽蔑的な意味合いを
含む単語を用いているが、プロ・ムジカから刊行された第 2版では黒人種を意味する ‘noirs’ という単語に置き
換えられている。 
 39 
スは 1963年にアルゼンチンの国立ラ・プラタ大学（La Plata Univercity）およびブエノスアイレ


















Bach, 1685-1750）やヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト（Wolfgang Amadeus Mozart, 
1756-1791）、ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン（Ludwig van Beethoven, 1770-1827）、ヴァ
ンサン・ダンディ（Vincent d’Indy, 1851-1931）、クロード・ドビュッシー（Claude Debussy, 
                                                      
78 Gerson Gorski Damaceno. “The Edgar Willems Approach to Music Education.” Ph. D. diss., University of Cincinnati, 
1980, p. 125. 
79 Edgar Willems, La valeur humaine de l’éducation mudicale. Editions Pro Musica, 1975, p. 7. 
80 Ibid., p. 7. 
 
 40 
1862-1918）、モーリス・ラヴェル（Maurice Ravel, 1875-1937）、オリヴィエ・メシアン（Olivier 
Messiaen, 1908-1992）、ポール・デュカス（Paul Dukas, 1865-1935）、日本でもソルフェージュの
教育者や音楽理論家として知られるジャック・シャイエ（Jacques Chailley, 1910-1999）、アンリ・
シャラン（Henri Challan, 1910-1977）、アドルフ＝レオポルド・ダンノーゼル（Adolphe- Léopold 
Danhauser, 1835-1896）らが挙げられる。演奏家では、ピアニストのアルトゥール・ルービンシュ
タイン（Artur Rubinstein, 1887-1982）やスイスの指揮者でもあり数学者でもあったエルンスト・
アンセルメ（Ernest Alexandre Ansermet, 1883-1969）の名が挙げられる。さらに、ピタゴラス
（Pythagóras, B. C. 582-B. C. 496）やプラトン（Platon, B. C. 427-B. C. 347）、アリストテレス
（Aristoteles, B. C. 384-B. C. 322）といった古代ギリシャの哲学者や数学者、イマヌエル・カン
ト（Immanuel Kant, 1724-1804）、ジャン＝ジャック・ルソ （ーJean-Jacques Rousseau, 1712-1778）、
アルトゥル・ショーペンハウアー（Arthur Schopenhauer, 1788-1860）、アンリ＝ルイ・ベルクソ




































                                                      
























                                                      
82 Edgar Willems, “Nouvelles idées philosophiques sur la musique et leurs applications pratiques,” Sur les pas d’Edgar 
Willems: une vie, une œuvre, un idéal. Editions Pro Musica, 1980, p. 47. 
83 Ibid., p. 47. 

























                                                      
85 Ibid., p. 49. 

















































 同じ図表は、この講演原稿に続いて最初の著書として出版された『音楽的な耳 第 1巻』に
も掲載されている88。しかしそこでは、音楽の三要素と人間の生の三要素を照合する二つ目の
図表の「物質（matière）」という単語が「人間の身体（corps humain）」という言葉に置き換えら
                                                      



































































                                                      
89 Ibid., p. 51. 
  線            面           立体 
  
   
生理的な生       情動的な生        知的な生 
   
リズムの生       メロディの生    ハーモニーの生 
   
植物界          動物界         人間界 











的基礎』の最終章「類推に基づく心理学の原理（Principes de psychologie analogique）」では、図
3-4 の内容をも含む、より大きな一覧表を示している。その中で「抽象」という枠組みを設け
て「一（一元性）、二（二元性）、三（三元性）」、「線、面、立体」、「一次元、二次元、三次元」
という諸要素を音楽の三要素と関連付けられるものとして示している。この 5 年後の 1961 年
に、アンセルメが著書『人間の意識における音楽の原理（Les fondements de la musique dans la 






                                                      
90 Ibid., p. 52. 
91 Ibid., p. 53. 
92 Ernest Alexandre Ansermet, Les fondements de la musique dans la conscience humaine, Ed. A la Baconnière, Neuchâtel, 
1961.  












には「心理学的基礎̶̶図表（Les bases psychologique - les schémas）」という章が設けられてお












                                                      
94 Ibid., p. 174. 
























表 3-1 言語と音楽の心理学的な発達順序98 
Willems（1975）に基づき筆者が作成 
 言語 音楽 心理学的発達 
1 声を聴く 音、騒音、歌を聴く 感覚的な活動 
2 話している人の口を見る 発音源や楽器、発声源を見る 感覚的な活動 
                                                      
97 Edgar Willems（1975）La valeur humaine de l’éducation musicale, Pro musica, p. 22-23. 




3 抑揚から言語的要素を覚える 音とその並びを覚える 記憶 




6 意味を理解することなしに単語を再現する 音、リズム、小さな歌を再現する 情動的な活動 
7 単語の意味を把握する 音楽の諸要素の意味を把握する 精神的な活動 
8 自分自身のことを知的に話す リズムや音節の並び（la-la-laなど）を作る 精神的な活動 
9 文字と、読み書きを学ぶ 音の名前と、読み書きを学ぶ 精神的な活動 
10 話したものを書き取る 聞こえたものを書き取る（聴音） 精神的な活動 
11 小さな作文や詩を作る 旋律や小さい歌を作り出す 創意的な活動 






























第 3節  ウィレムスの音楽教育における聴覚育成の重要性  



































                                                      
101 Edgar Willems. L’oreille musicale, Tome II. p.86. 






  できの悪い音楽家たちは、彼らが演奏するものをきかない（entendre） 
  並以下の音楽家たちは、彼らが演奏するものを（知的に）きく（entendre）  
  ことはできても（情動的に）きいて（écouter）はいない 
  平均的な音楽家たちは、彼らが演奏した・ ・ ものを（知的に）きく（entendre） 
  よい音楽家たちだけは、彼らが今から演奏することになる・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ものを（知的に） 




（Marie-Claude Albaretaz , 1938-）のソルフェージュのための音程練習教材の最初のページ105 な
ど、さまざまな音楽教育家たちに援用されている。  






                                                      
103 Edgar Willems. L’oreille musicale, Tome II. p. 85. および Les bases psycholosiques de l’éducation musicale. p. 63に
も収められている。 
104 坂田薫子「内的聴感の本質とその形成過程̶̶演奏行為における心的作用の考察を通して̶̶」、『音楽教育
学』第 23巻 2号、1993年、4～13頁。 
105 Marie Claude Albaretaz. Lire la musique par la connaissance des intervalles. Vol. I, chappell, 3em ed., 2003, p. 1. 


























                                                      





















図 3-5 人間の生と聴覚が二つの異なる極に広がる様相 
 Willems（1940）に基づき筆者が作成 
 
 図 3-5 の上部の「精神的な極」、下部の「物質的な極」、という二つの極の概念は、本章第 2
節に記述した通り、ウィレムスの思想を支える物差しとして頻出している。図は、人間の生の
                                                      




























































                                                      
109 Ibid., p.14. 
110 「内的聴感」の他に、「内的聴覚」、「内的聴取力」という呼称も存在し、ジャック＝ダルクローズの『リズ










り、「今から演奏することになる・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 」ものを聴く能力が形成されていく。 
 
 第 3項  「内的聴感」の育成に向けた提言 
 「意識的に聴こうとする耳」を育成するための練習課題として、ウィレムスは『音楽的な耳 
















次第に言葉を消しながら歌う。例えば、“Napoléon avait cinq cents soldats,” 
という元の歌詞から、まずは “Napoléon avait cinq cents sol-,” のように 
“dats” の部分のみを内的に補完する。2 回目は “Napoléon avait cinq 





                                                      



































                                                      

























                                                      
113 Ibid., p. 88. 
114 Ibid., p. 88. 





















































                                                      
116 フランスのリヨンにあるウィレムスの音楽教室「リメア（Ryméa）」のウェブサイトより





第 1節 『教育の覚え書き帳（Carnets pédagogiques）』の概要と分析 






表 4-1 『教育の覚え書き帳』の構成 
                        
No. 0 子どもたちの音楽の導入 
Initiation musicale des enfants. No. 5 
書き取りと読み取りの導入 
Introduction à l’écriture et à la lecture. 
No. 1 2音～5音の歌 Chansons de deux à cinq. No. 5B 
ソルフェージュのはじめに（絶版） 
Les débuts du solfège. 
No. 2 音程の歌 Chansons d’intervalles. No. 6 
ピアノのはじめに（絶版） 
Les débuts au piano. 
No. 2B 音程の歌 ピアノ伴奏付き Chansons d’intervalles avec acc. au piano. No. 7 
ピアノのための読譜の初歩 
Première littérature 
No. 3 聴覚の訓練 Les exercices d’audition. No. 7B 
4手のための読譜の初歩 
Première littérature pour piano à quatre mains. 
No. 4 リズムとメトリックの訓練 Les exercices de rythme et de métrique. No. 7C 
鍵盤のたのしみ 
Amusements au clavier. 
No. 4B リズム打ちとリズム的な本能 Les frappés musical et l’instinct rythmique. No. 8 
ピアノのための 12のやさしい曲 
Douze pièces faciles pour piano. 
No. 4C 音楽教育の授業における 音楽のリズムと本能的な動き 
Le rythme musical et le mouvement naturel dans 
les cours d’éducation musicale. 
No. 9 小さな歩行（ピアノ用） Petites marches faciles pour piano. 
 









特化したもの、『No. 6：ピアノのはじめに（絶版）』から『No. 8：ピアノのための 12のやさし








から『No. 2B：音程の歌 ピアノ伴奏付き』、『No. 7：ピアノのための読譜の初歩』と『No. 7B：





 第 2項 各本の概要と分析 
 以下には、すでに絶版している『No. 5B：ソルフェージュのはじめに』および『No. 6：ピア
ノのはじめに』を除いた各本の概要を示した上で、その内容を分析する。 
                                                      
117 『No. 5B ソルフェージュのはじめに』は、ウィレムスの著書『No. 0 子どもたちの音楽の導入』の一覧
には含まれている（p. 5）が、プロ・ムジカのウェブサイトのリスト一覧には記述がなく、『教育の覚え書き帳』
は全部で「16冊」と記述されている。『No. 6 ピアノのはじめに』については、ウェブサイト上でも絶版になっ
ている旨が記述されている。（Editions Pro Musica http://www.editionspromusica.com/detailOuvrage.php?ouvrage=10  











                                                      
118 Edgar Willems, Carnet No. 0 Initiation musicale des enfants. Pro musica, 1978, 4em ed., p.2. に基づき適宜抜粋。 
119 Ibid., p. 3. 




  ① 子どもたちに音楽を好きにさせること、また、喜び（joie）の中で音楽や声楽、器楽の 
    実践に向けた準備をすること。 
  ② たとえ子どもたちが特別な才能に恵まれていなくとも、音楽を学ぶことの可能性を最 
       大限の適切な生き生きとした教育学的方法によって子どもたちに与えること。 
  ③ 全ての子どもに可能な限りのチャンスを与えること。音楽的な活動の基本的な諸要素 
       は、全ての人間の特性であるため、それは実現可能なことである。 
  ④ 幼少期から、人間の深い根源に基づく音楽教育を与えること。音楽の基本（rudiments） 
       を教育することのみならず、特に音楽の「芸術」の基礎（bases）を確立すること。 
  ⑤ 生き生きとした音楽によって、子どもたちの能力を開花させること。 
 
【指導者に望む基本的な条件】119 
  ① 子どもたちと音楽を好きであること 
  ② 音楽教育の心理学的な基礎と子どもの心理学を同じくらいよく知っていること 
  ③ 人間を育成する手段として音楽を考察すること 
 
【レッスン内容と時間配分について】120 































                                                      









この 4つの区分は現在の第 1段階から第 4段階の教育実践内容と同等のものであるということ
である123。 
 







                                                      
122 Ibid., p. 6-9. 






・ 2音から成る歌：3曲（ファ―ミの短 2度、ソ―ミの短 3度、ラ―ファの長 3度のみの歌） 
・ 3音から成る歌：10曲 






















『No. 2：音程の歌』、『No. 2B：音程の歌 ピアノ伴奏付き』 
                                                      
124 Edgar Willems, Carnet No. 1 Chansons de deux à cinq. Pro musica, 1996, 10em ed., p.1. 
【No. 2に収められている楽曲について】 
・ 2度の歌：全音と半音の順次進行のみによって構成される歌が 2曲 
・ 3度の歌：（短 3度）下行および上行のそれぞれから始まる曲が各 3曲 
     （長 3度）いずれも「ド―ミ―ソ」または「ド―ミ―ソ―ド」というように、  
          長 3度のみならず、「ド」の音を起点として「長 3度＋完全 5度＋ 
          完全 8度」といった長 3和音の響きを捉えられるような旋律の楽曲 
          が数曲収められている。 
・（完全系）4度、5度、8度：曲集の終わりに増 4度と減 5度から始まる楽曲が収められ 





















 『No. 2：音程の歌』と『No. 2B：音程の歌 ピアノ伴奏付き』の楽曲は大部分が重複してい
るが、そのうちの一部は調性を変えて収められている。しかし、実践では多様な調性で歌われ
るため、楽譜に記されている調性はそれほど重要ではないものと考えられる。また、No. 1の楽




                                                      
125 Edgar Willems, Carnet No. 2 Chansons d’Intervalles. Pro musica, 1986, 8em ed., p.1. 





                                                      
126 Ibid., p.2. 






  ① 上級生の例外を除けば、子どもは聴覚の学習課題に喜びをもって取り組む。喜びは、 
    変化に富む教具と指導者の快活な態度によって維持することができる。 
  ② 音楽外の方法、すなわち色やデザイン、物語などを持ち出すことによって、音響の 
       現象に向けられた子どもたちの注意が逸れてしまうことを禁止する。音の性質は子 
       どもたちの興味を捉えるためにそれ自体が十分に豊かなものである。 
  ③ 音の領域そのものとは何の関係もない遊びを用いながら「音楽と遊ぶ」こともまた 
       必要ではない。 
  ④ 指導者は、子どもたちの創作欲を刺激するまま、彼らの希望や着想、自発性を注意 
       深く捉えるべきである。活動の規則を守らせながら、全ての子どもたちに従って進 
       めることができる。 
  ⑤ 聴覚の教育が、外側にもたらす他分野の教授法とは特に比較できないものであるこ 
       とを理解する必要がある。子どもたちはすでに、音楽の本質的な諸要素をもってい 
       る。主観的な人間の知の創造と客観的な自然の法則、音楽における現象と人間の存 
       在のそれぞれの間に存在する差異を捉えることが不可欠である。 
 
【聴覚の存在における人間の性質の複雑さについて】127 
  ① 感覚の発達は、音や音響に対する衝撃に反応する聴覚器官の活動と感受によって特 
    徴付けられる。 
  ② 情動的な感性の目ざめと発達は、音程の、すなわちメロディの生き生きとした経験 
       が鍵となる。 
  ③ 聴覚の知性の領域は、音響の現象、音程と和音といった頭脳的な知識と、和声やポ 

































がら声に出して読み、次に指導者のピアノに合わせて歌う。5 歳から 7 歳の子どもたちに、指
導者が例えばニ長調、ホ長調、ヘ長調などといった調性を指定し、その調性の音を上行と下行
                                                      
128 Edgar Willems, Carnet No. 3 Les exercices d’audition. Pro musica, 1983, 6em ed., p.1. 
129 Ibid., p.1. 


























小さな二本の棒は、長さ約 20cm、直径 1. 5cm程度のものを使用し、子どもたち一人一人に
与える。二本の棒は、クラベスのように打ち合わせることによって音を出すが、子どもたち
















                                                      
131 Edgar Willems. Carnet No. 4 Les exercices de rythme et de métrique. Pro musica, 1986, 6em ed., p.1. 
132 Ibid., p. 2. 
・二拍子、三拍子、四拍子の曲の順に、各小節の一拍目を叩く。 












































 『No. 4B：リズム打ちとリズム的な本能』 
 本書は、おおよそ No. 4と同様の内容を含みながら、さらにリズムや拍感の意識を目覚めさ
せるような実践を提案している。 
                                                      




















                                                      
134 Edgar Willems. Carnet No. 4B Les frappés musical et l’instinct rythmique. Pro musica, 1975, 2em ed., p. 6に基づき筆
者が作成したもの。 
























『No. 4C：音楽教育の授業における音楽のリズムと自然な動き』は、No. 4と No. 4Bに加えて








性にも触れ、すでに述べた No. 4および No. 4Bを参照するよう指示している。 
 
『No. 5：書き取りと読み取りの導入』 
                                                      
136 Ibid., p. 13. 
【書き取りの実践】 
・第 1線から第 5線の上に、上行と下行の順に丸を書き並べる。 




























ハイドン（Sebald Heyden, 1499-1561）によって 1537年に考案されたものである138。ウィレムス
の読譜指導は、最初からこの大譜表を用いて音名を捉えられるようにする。なお、この大譜表
は『初歩の課程のソルフェージュ』においても登場する。そこでは本書の記述からさらに進み、
                                                      
137 Edgar Willems, Carnet No. 5 Introduction a l’écriture et à la lecture. Pro musica, 1986, 5em ed., p.3. 
























                                                      
139 Edgar Willems, Solfège cours élémentaire - Livre de l’élève, Pro musica, 16em ed., p. 23. 
【No. 7に収められている楽曲について】 
23曲収められているが、いずれも 16小節程度の短い作品である。 





















表（一点ハ音を 1本の線と見なす 11本の線）を最初から用いるべきであると主張している。 
 
『No. 7C 鍵盤のたのしみ』 
  
 本書は、子どもたちが楽しいと感じる方法で、生き生きと音楽的な活動によって鍵盤に触れ





























第 1 巻および第 2 巻の具体的な参照頁数を指定するなど、『教育の覚え書き帳』全体および、
その他のウィレムスの著書との関連性が図られている。 
 
 『No. 8：ピアノのための 12のやさしい曲』 
 





                                                      
140 Edgar Willems. Carnet No. 7C Amusements au clavier. Pro musica, 1975, 3em ed., p. 1. 
141 Ibid., p.1. 
142 Ibid., p.4. 
【収められている楽曲について】 
全部で 12曲収められている。 


















「飛び跳ねる」（p. 4, 5）、「回れ！」150 など動きを直接的に伝えるような題名が付けられている






                                                      
143 Edgar Willems. Carnet No. 8 Douze pièces faciles. Pro musica, 2003, 8em ed., p. 6. 
144 Ibid., p. 8. 
145 Edgar Willems. Carnet No. 9 Petites marches faciles pour piano. Pro musica, 1983, 5em ed., p. 1. 
146 Ibid., p. 4. 
147 Ibid., p. 10. 
148 Edgar Willems. Carnet No. 10 Petites danses, sauts et marches. Pour piano. Pro musica, 1983, 4em ed., p. 3. 
149 Ibid., p. 8. 
150 Ibid., p. 10. 
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「3 歳から」開始できると記述されている153。また、本論資料 2 として邦訳した「各年齢にお




第 2節 ウィレムス国際会議と国際セミナーにおける教育実践例 
 本章第 1節では、ウィレムス自身が記述したものである『教育の覚え書き帳』に基づく音楽
                                                      
151 Ibid., p. 3. 
152 2014年ウィレムス国際会議および 2015年ウィレムス国際セミナーでの筆者自身の体験に基づく。 







の実践では第 1段階、「5～6歳」が第 2段階、「6～7歳」が第 3段階、「指導者」が第 4段階の
それぞれに相当する。また、すでに前節に述べたように、ウィレムスの音楽教育実践は、どん
なに早くとも 4歳（4歳になる学年の 3歳を含む）から開始するよう定めている。現在では一








































































































































 第 2項 第 2段階 
























































































 第 3項 第 3段階：ソルフェージュの準備 






































































                                                      









































・指導者が、ボードに書いた線の下に 4分音符や 2分音符を書き、「黒 （noire）、黒、白
（blanche）...」のように拍と音符の長さに合わせながら音符の色を読んでいく（図 4-6 I）。























符と 8 分音符、2 分音符と全音符というように一つの線にさまざまな音価を与えること


























































・指導者が、ピアノで 4分の 2拍子、2小節の旋律を和音伴奏付きで 2回続けて演奏する。
子どもたちはそれを、指揮を振りながら聴いた後、すぐに続けて今聴いたばかりの旋律










































 『教育の覚え書き帳』の『No. 1：2音～5音の歌』、『No. 2：音程の歌』、『No. 2B：音程の歌 
ピアノ伴奏付き』に掲載されている数々の歌は現在の実践においても頻繁に用いられており、
子どもたちや指導者までもそれらをレッスンの場以外でも口ずさむほど愛好している。特に




































結   
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資料 2 『教育の覚え書き帳』より『No. 0：子どもたちの音楽の導入』pp. 6-9邦訳 
 3（4）～5 歳  
①歌  ・子守唄、跳躍、遊び歌  
・数え歌と即興  
・動きの性質（ゆれ、ジャンプ、手拍子など）に基づく小さな歌（No. 












（No. 3）  













歩く、ジャンプなど（No.4, 4B,4C）  
⑥創作・即興  ・リズムの創作：手と足で、打楽器あるいは楽器と共に、打つ、叩く
 ・声あるいは楽器で、上行と下行  










・リズム的な本能の訓練（No. 5 参照）  
  
資料 2 『教育の覚え書き帳』より『No. 0：子どもたちの音楽の導入』pp. 6-9邦訳 
 5～6 歳  
①歌  ・3（4）～5 歳に同じ  
・ユーモラスなリズムをもつ美しい歌  













・8 度まで全音の区別  
・音の動きの図形の導入  
④ 組 み 合 わ
せ・分類  
・全音の 4 分の 1 音を組み合わせる  
・音色または強さに応じて組み合わせる  
・4 分の 1 音まで整理する（鐘、木、さまざまな道具）  
・音階の配列に関する訓練（ド-レ、ド-ミや 1-2、1-3 なども）  
⑤リズム・メ
トリック  




・ある歌を打つ：①リズム②テンポ③小節の 1 拍目④テンポの分割  
⑥創作・即興  ・3（4）～5 歳に同じ、同上、より発達させて  ・言葉を言いながらあるいは考えながら、リズムを打つ  
・リズム的あるいはメロディ的な言葉の創作  
・歩く、跳ねる、動きの創作  











資料 2 『教育の覚え書き帳』より『No. 0：子どもたちの音楽の導入』pp. 6-9邦訳 
 6～7 歳  
①歌  ・5～6 歳に同じ  



































⑦音階・音名  ・5～6 歳に同じ、より意識をもって  ・分割された音階の並び：ド-レ-ミ、レ-ミ-ファ、など  
・音名と共に長音階の歌  




・5～6 歳に同じ、より意識をもって  
・音程の歌  
・歌の時に、上行と下行を図形的に表す（おおよそ）  
・書法のための下準備を与える（No. 5 と 5B、《 Solfège, cours 
élémentaire, livre de l’élève》参照）  
  
資料 2 『教育の覚え書き帳』より『No. 0：子どもたちの音楽の導入』pp. 6-9邦訳 
 指導者  





























⑥創作・即興  ・リズム的・メロディ的楽器のさまざまな即興  ・音程と和音の訓練  
・和声の基礎  
・音階、メロディ、歌  和声づけ  









・ソルフェージュの一般知識（《 livre du maître》参照）  
 
